
利用者参加制度の今後の進め方
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資料2-2中部山岳国立公園南部地域山岳部における利用者参加制度あり方検討会（令和4年度第2回）

－令和5年度以降の運営体制と実施スケジュール－



１．利用者参加制度（北アルプストレイルプログラム）の運営体制
▮北アルプストレイルプログラム報告会の新設
• 運営方法：環境省主催、毎年1回（オンライン会議）
• 毎年の取組結果を有識者等に報告・共有する。有識者等は取組の参考となる情報（他地域の事例等）があれば、適宜情報提供等を行う。

▮北アルプストレイルプログラム運営検討会（仮称） ←本検討会の後継の位置づけとして、制度見直し・評価が必要な場合に開催
• 運営方法：北アルプス登山道等維持連絡協議会主催（必要に応じて開催する）
• 北アルプストレイルプログラムの評価を行う必要が生じた際、有識者等を招聘して検討を実施。
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北アルプス登山道等維持連絡協議会

■北アルプストレイルプログラムの実施
（内容の検討と実施、管理運用、情報公開）
－現状理解／登山行動の見直し／取組周知に係る事業
－労働力面での参加に係る事業
－費用面での参加に係る事業

構成員
ビジョン共有 取組の進捗等、

報告

中部山岳国立公園上高地連絡協議会
（総合型協議会）

上高地ビジョン
あり方検討会での検討結果を受け、引き続き検討が必要な事項等は令和5
年度以降、「上高地ビジョン」に利用者参加制度に関する記述を追記し、取
組みの継続性を担保する。（予定）

北アルプストレイルプログラム報告会
[目的・位置づけ]
北アルプストレイルプログラム
の取組結果を有識者等に
報告・共有する。有識者等
は、客観的な立場から、取
組の参考となる情報（他地
域の事例等）があれば、適
宜情報提供を行う。

[運営方法]
・環境省※が開催
・毎年1回
（メールまたはオンライン会議）

[参集範囲]
・有識者
・利用者代表
・協議会（任意）

実施結果の共有
取組の助言

※環境省中部山岳国立公園管理事務所（上高地管理官事務所）

令和5年度～令和3年度～令和4年度
中部山岳国立公園上高地連絡協議会

（総合型協議会）

上高地ビジョン2014p15
重点プログラム⑩登山道の整備・維持管理
「山小屋と関係行政機関の協働による、北アルプス南部の登山道管理モデルの確立・
発信」
p29-30
行動計画（おおむね5年以内）

構成員 報告（予定）

北アルプス登山道等
維持連絡協議会

北アルプストレイルプログラム
実証実験

事業実施

利用者参加制度の
あり方検討会

幹事会
協議会内で登山道維持に特に
深く関係する幹事を中心に、実
施内容や結果について定期的に
議論

実験結果の
共有

検討内容の
共有

[目的・位置づけ]
利用者参加制度の導入可
能性や制度設計の方向性、
その他実証実験を含む必要
な取組等について、関係する
機関・団体による相互連携の
もとで検討等することを目的と
して開催。

北アルプストレイルプログラム

対象地域の登山道利用者・
北アルプストレイルプログラムに賛同する人

協力の呼びかけ
実施結果の共有

参加

※令和3年度第4回中部山岳国立公園南部地域山岳部における
利用者参加制度のあり方検討会資料より作成

北アルプストレイルプログラム運営検討会（仮称）
※必要に応じて開催
［目的・位置づけ］
北アルプストレイルプログラムの運用状況、取組の実施内容と結果につ
いて評価を行う必要が生じた際、有識者など外部関係者を招聘して検
討を実施。
［構 成］
・協議会（幹事）
・有識者
・利用者代表



２．利用者参加制度（北アルプストレイルプログラム）の実施スケジュール
▮年間スケジュール（予定）
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維持管理

改修（必要に応じて）

デザイン（R4年度以降変更する場合）

印刷（山小屋配布含む）

看板の設置／撤去

ポスターの掲出

カードの配布

制作

発信

内容検討、実施調整

実施

その他の参加方法 内容検討、実施調整

全体の監督・管理

クレジットカード決済

口座振込

協力金箱（現金受付）

その他収受方法の検討

デザイン検討

印刷

配布

次年度の取組等の検討

アンケート調査

R5年度以降の実施スケジュール（年間） 翌年

1月～３月 4月 5月 6月 7月 8月 3月

現状を理解する・

登山行動を見直す・

取組みを広める

協議会ウェブサイト

看板／ポスター／カード

PR動画

登山道整備学習会等
労働力面で参加する

9月 10月 11月 12月 １月 2月各種事業
受入地域での

取組

費用面で参加する

登山道維持協力金の収受

協力証

全体 プログラムの評価・見直し

定期更新（ｼｰｽﾞﾝ前）

決済ﾍﾟｰｼﾞの定期更新（ｼｰｽﾞﾝ前）（必要に応じて）

1回目 3回目

口座確認（ｼｰｽﾞﾝ前）
集

計

設置（ｼｰｽﾞﾝ前）

掲出（ｼｰｽﾞﾝ前）

撤去（ｼｰｽﾞﾝ後）

ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（ﾊｲｼｰｽﾞﾝ）

検討会（3～5年毎）

調 査 集計

2回目

各小屋で手渡し

報告会1回

配布結果集計

実施内容の確認 結果とりまとめ

方法の見直し

協議会総会資料の公表 ｼｰｽﾞﾝ（4/27-11/15）実施結果の公表

山小屋等設置

SNS、HP掲載、発信

普及啓発動画(R5)

PR動画(R4)


